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北日本における裂頭条虫類の研究

（２）チカより得たプレロセルコイドの

ハムスター体内での発育

長谷川英男堀田猛雄千葉賢保

関川弘雄大鶴正満

新潟大学医学部医動物学教室

(昭和54年５月８日受領）

頭節の１～1.5ｍｍ後方で切断して，頭部側のみを別の

ハムスター１匹に再投与し，５日後に検査した．

なお本論では，頭節（scolex）は頭端から吸溝後端ま

での部分，頚部（neck）は頭節後端から最初の片節との

境界までの部分を示す．

著者らは先に，北海道産チカHyPo"Les"ｓＰ,、Cs"ｓ

より１種の裂頭条虫を検出し，DiP/MJo6oZM,",ＭｉＺ－

だ""”（Creplin，1825）と推定した（堀田ら，1978)．

今回はこの条虫のハムスター体内における発育過程を実

験的に追求したので報告する．

結果材料と方法

北海道産チカHypo,,zesz`ｓｐγeZios"ｓより得たプレロ

セルコイドは生理食塩水中に保存し，数時間以内に使用

した．ゴールデンハムスター（Msocγicerz`ｓα"mzlZs，

以後ハムスターと略す）は体重37～1009のものを用い

た．ハムスターの飼育条件は前報（堀田ら，1978）に準

じた．投与に際しては，ハムスターを軽くエーテル麻酔

し，秤量したプレロセルコイドをゴム製カテーテルを用

いて胄内へ注入した．剖検時，ハムスターをエーテル麻

酔して殺し，小腸を生理食塩水中で切開して虫体を探し

た．回収した虫体は秤量後，クロロホルム水道水中で弛

緩させ，５％ホルマリンで固定した．観察・計測は固

定後，無染色のまま行った．

実験Ｉ：プレロセルコイドをハムスター１匹当り５虫

ずつ投与し，経時的に計21匹を剖検した．

実験Ⅱ：プレロセルコイドの後部約'/３，あるいは2/3を

切断除去してハムスター各２匹に５虫ずつ投与し，５日

後に剖検した．またプレロセノレコイドの吸溝の後端から

１～1.5ｍｍ後方で切断し，その頭部側のみをハムスタ

ー１匹に５個投与し，５日後に調べた．

実験Ⅲ：プレロセルコイドをハムスター１匹当り５虫

ずつ２匹に投与し，５日後に剖検して回収した６成虫を

虫体の回収状況をＴａｂｌｅｌに，虫体の計測値をTable

２に示した．

実験Ｉ（Figs1～10)．虫体長は投与後24時間で，既

に若干の伸長がみられるが，投与後３日から５日の間の

増加が著しく，５日後には約20ｃｍに達する．１０日以後

は，体後部から脱落が始まるため，全長の増加には個体

によるばらつきが見られるが，尾節を除いた体長には明

らかな増加が認められた．

片節は投与後32時間で，体の中央部に認められた．以

後，片節は次第に体の前方でも見られるようになるが，

体の後部は分節せずに長い尾節となった．尾節前部には

不完全な境界がみられる場合もあった．５日後までに，

ほぼ150個の片節が形成された．それ以後の片節数増加

は漸次緩やかとなったが，２０日後まで増え続けた．

生殖器の原基が見得るようになる時期は，個体によっ

て異なり,早いものでは投与後32時間で認められ,この時

期では個体によっては分節した部分より前方にさえ認め

られるものがある．また逆に48時間後で約100個の片節

を有する個体でも生殖器が認められない場合もあった．

尾節の生殖器原基は，はじめから配列の特有な乱れを示

した．生殖器の発育は一般に尾節のものが最も早く，順
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次前方へ及んだ．尾節後端の生殖器の発育は不良のこと

が多かった．投与後４～５日で産卵が始まった．

頭節後方の片節の認められない部分は，投与後32時間

では体の前'/3程度を占めたが，以後，急速な分節の進行

に伴って短縮し，５日後にはほぼ成熟虫の頚部と同じ長

さになった６

頚部に続く片節は常に，前方より未熟節から成熟節へ

と整然とした配列を示していた．片節は通常，後方のも

の程，長さが増加したが，長さが幅を越えるものはなか

った．片節の形態には，プレロセルコイド体部からでき

たものと成熟後にできたものの問に明らかな差異はなか

った．

尾節以外は，１片節に１組の生殖器を有していたが，

後部の片節で２組の縦に並んだ生殖器を持つものも稀に

みられた‘

虫体重の増加は，投与後３日間は著しくないが，それ

以後は急激であり，虫体の成熟後も増加は続いた．

頭節長は，投与後15日以後では，やや短縮する傾向が

あり，頭節は心型に近い形態を示すものが多かった．

なお，虫体頭節の腸壁への付着部位は，はじめ小腸の

中央付近が多いが，次第に前方へ移動する傾向があった

(Tableｌ）．

実験Ⅱ（Figs、１１，１２)．プレロセルコイドの前部2/３

のみを投与したハムスター２匹から回収された９成虫の

うち，７虫が尾節を有していた．この７虫のうち，２虫

の尾節には不規則で不完全な境界が入っており，また尾

節の前の数片節に生殖器の配列の乱れが認められた．

プレロセノレコイドの前部'/3のみを投与したハムスター

２匹から各１虫が回収されたが，いずれも尾節を欠いて

おり，１虫の一部の片節には異常な生殖器の配列およ

び不完全な境界が認められた．これらの回収虫体の片

節は，実験Ｉで回収されたものに比べ，一般に長かっ

た．

プレロセルコイドの頭部側のみを投与したハムスター

からは１虫が回収された．この虫体は未熟であったが，

片節数は実験Ｉで得られた５日後の個体より多く，また

尾節はなかった．

実験Ⅲ（Fig.１３)．回収された３虫は，いずれも頭部

とそれに続く多数の未成熟片節および後端に８～14個の

大型の成熟片節を有していた．後端の大型片節は，通常
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のものより長さが大きく，一部のものでは長さが幅を掴

えた．また陰茎嚢前端と片節前縁との間隔は著しく広か

った．

部よりできた部分とされるので,今回の虫体のprimary

strobilaに相当する部分は，尾節およびその前の数十片

節であると考えられる．しかし片節新生は虫体の成長と

共に引き続いておこり，しかもプレロセルコイドの体部

より生じた片節と，成熟後に作られた片節との間には，

形態的に明瞭な境界を示し難い．Andersen（1973）は，

primarystrobilaは脱落することなく直接secondary

strobilaへと発育しうると述べているが，今回の結果も

この見解を支持するものであろう．

なお，Andersen（1973）は，，.〃'wlz""zの発育過

程で必ずしも尾節が出現するとは限らないことを観察

し，尾節は栄養条件などの環境が悪いときにできるもの

と考えた．しかし今回の研究では，実験Ｉで得たほとん

どの虫体に尾節があり，しかも実験Ⅱから尾節になる部

分はプレロセルイドの段階で既に決定されていることが

推測されるので，著者らは尾節が生じるのは正常の発育

過程であると考えている．

実験Ⅱで，プレロセルコイドの頭部側から，正常なプ

レロセルコイドとほぼ同数の片節が形成されたこと，ま

た実験Ⅲで成虫の頭部から，正常の場合よりはるかに多

数の片節が作られたこと，および実験Ⅲで回収した虫体

の後端に，特異な大型片節がみられたことなども，裂頭

条虫類の発育機構に関する興味ある知見であるが，現在

は実験例数が少ないので，それらについての考察は，十

分な資料が集まるまで控えたい。

考察

今回の実験成績から，チカ寄生プレロセルコイドのハ

ムスター体内での発育は，通常次のようであると思われ

る．プレロセルコイドは投与後約30時間で体の中央部が

分節し，分節は次第に体の前方へ進行するが，一方プレ

ロセルコイドの後部は分節せずに尾節として残る．虫体

の成熟後も体長，体重および片節数は増加しつづける

が，１０日以後では尾端から脱落が始まる．成熟後の片節

数の増加は，実験Ⅲで成虫頚部の強い片節形成能力が確

認されたことから，恐らく頚部での片節新生によるもの

と思われる．また尾節となる部分がプレロセルコイドの

後部'/2～'/3であることが実験Ⅱによって示唆される．

DiP/MZo6otAγ、"z属条虫の終宿主内での発育様式に

ついては，Magath(1929)，PetruschewskyandTaras‐

ＳＣＷ（1933)，WardleandMcColl（1937)，Wardle

andGreen（1941)，Kuhlow（1953)，Ｖｉｋ（1957)，

ArcherandHopkins（1958)，Ｓｍｉｔｈ（1959)，BrAten

(1966)，Andersen（1973)，HalvorsenandAndersen

(1974)，Andersen（1978）などの報告がある．これら

の研究から，本属条虫の終宿主内での発育には２つの型

があるといえる．１つの型にはＤ、ｃＺｅＭγiZic""z，War‐

dleandMcColl（1937）のＤ・ｍｍｍなどが属する．

また大島・若井（1978）が本邦産，.ｍ”"zで観察した

ものも，この型の発育と思われる．この型では，終宿主

体内でまず，プレロセルコイドの体部がほとんど同時的

に分節して，いわゆるprimarystrobilaを作り，この

primarystrobilaが成熟して脱落していくと共に，頚部

から新しい片節，すなわちsecondarystrobilaが形成

される．他の型にはAndersen（1978）のＤ、Ｊａｍ、，

および恐らくPetruschewskyandTarassow(1933）の

，.ｍ”,，z，また他属では，SlPiγo”eZmspp．（例えば

JoyeuxandBaer，１９３１；Iwata，1933.試験管内培養で

はBerntzenandMueller,1964,1974が証明)が属する

ものと思われる．この型では，終宿主に摂食されると，

プレロセルコイドは腸内で頭部を残して脱落し，片節は

全て残った頭部から作られる．，.〃”、"，〃の終宿主

内での初期発育についての知見は乏しいが，Andersen

(1978）によれば前者の型に属する．今回のチカ寄生の種

も，ハムスター体内では基本的に前者の型の発育をたど

るといえる．primarystrobilaはプレロセルコイドの体

まとめ

１．北海道産チカＨｙ'o"zes"ｓＰγezios"ｓに寄生する

裂頭条虫プレロセノレコイドについて，ゴールデンハムス

ター体内での発育様式を調べた．

２．プレロセノレコイドの分節は，投与後24時間ではみ

られないが，約30時間後に体の中央部で始まって次第に

前方へと進み，後部に分節しない長い尾節を残した．

３．片節数の増加は，投与後５日まで急速であり，そ

れ以後は緩やかとなった．

４．虫体の生殖器の成熟は尾節から始まり，次第に前

方へ及んだ．

５．体長は投与後５日まで急速に増加したが，以後伸

長は鈍り，１０日前後で尾端からの脱落が始まった．

６．体重の増加は投与後３日から著しくなり，２０日後

でも増加傾向を示した．
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Abstract j

STUDIES ON THE DIPHYLLOBOTHRIID CESTODES IN THE

NORTHERN JAPAN

(2) THE GROWTH OF DIPHYLLOBOTHRIUM SP. FROM THE

JAPANESE SURFSMELT, HYPOMESUS PRETIOSUS,

IN THE GOLDEN HAMSTER

Hideo HASEGAWA, Takeo HOTTA, Katayasu CHIBA,

Hiroho SEKIKAWA and Masamitsu OTSURU

{Department of Medical Zoology, Niigata University School of Medicine,

Niigata, Japan)

The growth of Diphyllobothrhim sp. (probably D. ditremum) collected from the Japanese

surfsmelt, Hypomesus pretiosus, was studied using the golden hamster as experimental final

host.

The segmentation occurred first in the middle part of plerocercoid at about 30 hours after

infection and spread gradually to the anterior part leaving the posterior part as unsegmented

' tail'. The increase in the number of proglottids was remarkable until the 5th day of in

fection but became slowly thereafter. The worms gained their length rapidly during the first

10 days of infection and after this period sloughing of the posterior end of the worms started.

Maturation of genital organs took place first in the ' tail' and then extended to anterior part

of worm gradually. The increase in body weight was markedly after the 3rd day of infection

and continued until the 20th day.

The ' tail ' of adult was proved experimentally to be derived from the posterior half or

third of the plerocercoid.

The scolices of adults recovered on the 5th day of infection were observed to produce

more than 100 proglottids during next 5 days when administered orally to another hamster.

( 62 )
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ExplanationofFigures

Figs、１－５ｓcolicesofwormsrecovered32hours(1)，４０hours(2)，４８hours(3)，３ｄａｙｓ

(4)ａｎｄ５ｄａｙｓ（５）afterinfection

Figs，６－１０Bodyofwormsatposteriormostinterproglottidboundary(arrow）３２hours(6)，

４０hours(7)，４８hours(8)，３ｄａｙｓ（９）ａｎｄ５ｄａｙｓ（10）afterinfection，

Ｆｉｇ．１１Strobilaerecoveredonthe5thdayofinfection：Ａ・Wormdevelopedfromthe

bothrialpartofplerocercoid；Ｂ・Wormdevelopedfromtheanteriorthirdofplerocercoid;

Ｃ・WormdevelopedfroIntheanteriorｔｗｏ員thirdsofplerocercoid；，．Ｗormdeveloped

fromintactplerocercoid・Arrowsindicatetheposter1ormostinterproglottidboundaries・

Ｆｉｇ．１２PosteriorextreｍｉｔｉｅｓｏｆｗｏｒｍｓｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇｌＬ

Ｆｉ９．１３Ｓｔｒｏｂｉｌａｏｂｔａｉｎｅｄｏｎｔｈｅ５ｔｈｄａｙｏｆｉnfectionwithscolicesofadultsrecoveredon

the5thdayofinitialinfection．
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